
14:20～15:00 講演 A-2 【CM協会CPD：２ポイント】

『日本建築積算協会の活動状況』

浦江 真人 (公社)日本建築積算協会 会長

日本建築積算協会は設立51年を迎えました。これまでの歴史
的経緯や、協会の進める３つの事業である人材育成・認定事
業（資格認定、学校・社会人教育、人材育成体系）、調査
研究・情報発信事業（PCM：プロジェクト・コスト・マネジメント
領域の研究）、評価・評定・相談事業（第三者性を必要とす
る数量の算定・評価など）を中心に、最近の動向を含め協会
活動内容を紹介します。

15:10～15:50 講演 A-3 【CM協会CPD：２ポイント】

『コンストラクションマネジャーが知っておくべきFMの本質と
活用法 －CMの価値を高めるFM－』

成田 一郎 (公社)日本ファシリティマネジメント協会 専務理事

本講演では、コンストラクションマネジャーの価値を高めるうえで
必要なファシリティマネジメント（FM）の基本的な考え方を解
説します。 続いて、日本FM協会（JFMA）の主要事業である
認定FM資格制度、JFMA賞等の紹介、ならびにJFMA賞の受
賞案件から、FMが実際のプロジェクトでどのように価値を生み出
しているかを紹介します。

16:00～16:35 基調講演 A-4 【CM協会CPD:２ポイント】

『 “第三次・担い手３法” の全面施行を踏まえた取組み
について』
楠田 幹人（国土交通省 不動産・建設経済局 局長）

服部 譲（国土交通省 不動産・建設経済局
建設業課 入札制度企画指導室 課長補佐)

人口減少社会においては、各産業の担い手確保や生産性の
向上は重要な課題となっています。国土交通省では、建設業を
将来にわたり持続可能なものとするための取組を進めているとこ
ろです。本講演では、第三次・担い手３法（建設業法、品確
法、入契法）の全面施行を踏まえた取組みや今後の建設業
の展望を解説します。

●17:10～ 交流会 A-５ 於 建築会館中庭 （有料：受付にて参加費をお支払いください）

各プログラム終了後、建築会館中庭にて、軽食とお飲み物をご用意した交流会を開催いたします。当日は、ご来賓・講演登壇者・CM選奨受賞者をはじめ
建築関連団体の皆様や協会会員の方々にもご参加いただく予定です。建設（建築・土木）・FM・CMなど、さまざまな分野で活躍する関係者が一堂に会
する貴重な機会となります。意見交換の場としてはもちろん、新たな人脈づくりや情報収集の機会としてもご活用いただけます。分野や立場を越えた交流を通
じて、新たな気づきや連携のきっかけが生まれることを期待しております。ぜひお気軽にご参加ください。

一般社団法人 日本コンストラクション・マネジメント協会

〒108-0014 東京都港区芝5丁目26番20号 建築会館6階
TEL：03-5730-7791   FAX：03-5444-3965 Email：hq@cmaj.org日本CM協会は2026年に創立25周年を迎えました

日本コンストラクション・マネジメント協会 「マネジメントフォーラム2026」 2026/6/17 更新

●14:20～15:00 講演 B-２ 【CM協会CPD：２ポイント】

『我が国の官民連携分野におけるCM業務の需要拡大
の背景と役割』

植田 和男 (特非)日本PFI・PPP協会 会長 兼 理事長

この10年、地方自治体経営を取り巻く環境は大きく変化してい
ます。人口減少に伴う税収の減少、公共施設・インフラの老朽
化といった課題が顕在化、加えて、民間の専門的・技術的ノウ
ハウの活用が不可欠であるとの認識が官民双方で広がっていま
す。本講演では、DX時代における官民連携事業の姿を展望し
CMの需要と役割が今後拡大していくことについて解説します。

13:00～14:10 【会場：建築会館ホール】

CM選奨優秀賞 プロジェクト紹介 A-1 【CM協会CPD：４ポイント】

・霧島酒造スポーツランド都城KUROKIRI STADIUM建設に係るCM業務
・2025年日本国際博覧会 会場整備に係るプロジェクトマネジメント支援業務
・国際基督教大学（ICU）施設整備計画コンストラクションマネジメント業務

・広島サッカースタジアム等整備に係るＣＭ業務
・会津若松市庁舎整備プロジェクト
・リーガロイヤルホテル大阪ヴィニェットコレクション改修プロジェクト

●15:10～15:50 講演 B-３ 【CM協会CPD：２ポイント】

『建設コンサルタントとマネジメント業務』

松田 千周 (一社)建設コンサルタンツ協会 PM専門委員長

建設コンサルタントは、道路・公園・上下水道・鉄道・橋・ダムな
どの社会インフラ整備に関わる調査・計画・設計等を実施すると
ともに、様々な社会資本を総合的に俯瞰してマネジメントを行う
役割も求められてきています。講演では、建設コンサルタント業
務の紹介や建設事業と土木事業におけるマネジメントの役割等
の違い、さらに具体的な土木事業におけるマネジメント業務の事
例を紹介します。

会場：建築会館3階 308会議室

会場：建築会館3階 301・302会議室

14:20～ 学生向けイベント C-２

『CM選奨受賞者に訊くCMのリアル』

モデレーター

杉浦 智也（一社）日本CM協会CMアソシエイト委員

これから社会へ出て次世代を担う学生の皆様に、CMというキャ
リアに関心を持ってほしい！そんな想いから、実際にCMの現場
の第一線で活躍する実務者がパネルディスカッション形式で学
生の皆様のいろいろな質問にお答えし、CMのリアルをお伝えして
いきます。

会場：建築会館ホール

16:35～17:00 パネルディスカッション A-４ 【CM協会CPD：基調講演に含む】

テーマ：『持続可能な建設産業の実現に向けたマネジメントの役割』 ～人材育成の視点から～

パネリスト

浦江 真人 (公社)日本建築積算協会 会長

権藤 智之 東京大学工学系研究科建築学専攻 准教授

吉田 敏明 (一社)日本CM協会 会長

モデレーター

服部 裕一 (一社)日本CM協会 常務理事

建設コストの高騰や担い手不足、DXへの対応など、建設業界は大き
な変革期を迎えています。持続可能な建設産業を実現するためには
プロジェクトを適切にマネジメントするとともに、将来を担う人材の育成
が不可欠です。建設分野のマネジメント・教育研究の第一線でご活
躍されているお立場から、これからの人材育成のあり方と、持続可能な
建設産業の実現に向けたマネジメントの役割について伺います。

13:00～18:00

会場変更

会場変更
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